
血液型や、肌や髪の毛の色など、人間の

持つ身体的特徴のほとんどが親から受

け継いだ遺伝子によって決まっていま

す。そして、病気の一部は遺伝子の異常

によって発生することもわかっています。

親から受け継がなくても、自分の体内で

遺伝子に異常が起きて病気になることも

あります。ゲノム研究の進歩によって、

“遺伝子の病気”のうち約1200種類に

ついては、異常を起こす遺伝子が解明さ

れました。遺伝子の病気で古くから有名

なものは鎌形赤血球貧血症、筋ジストロ

フィー、癌などです。遺伝子の異常とは、

遺伝子の実体であるＤＮＡに含まれる４

種類の塩基（Ａ、Ｔ、Ｇ、Ｃ）の並び方の異

常を意味します。我々は、それらＤＮＡの異

常を、病気の名前や症状、人種による差、

診断方法などの情報とともにインターネッ

トで検索し、図示できるデータベース

（M u t a t i o n V i e w）をつくりました

（http://mutview.dmb.med.keio.ac.jp）。

また、慶應義塾大学の清水信義教授は、

数年前から“ゲノム塾”を主宰し、中学生

から熟年の人まで誰もが理解できる講座

を開いて、ゲノムに関する分かりやすい教

育を続けており、MutationViewはその中

でも使われております。ゲノムひろばでは、

MutationViewと慶應義塾大学・浜松医

科大学でのゲノム研究の一端を紹介し

ます。

病気を起こす遺伝子の変化をデータベースで見る

蓑島伸生展示責任者
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ゲノム情報ってどのように伝わるの？

深川竜郎 国立遺伝学研究所分子遺伝研究部門展示責任者

今、ゲノム計画が日本をはじめ世界各国

で行われ、数多くの種類の生物種のゲ

ノム配列の解析が行われています。また、

ヒトでは3万から4万あると言われている

遺伝子がそれぞれどのような細胞で多く

発現しているかと言うことを調べる「発現

プロファイルの解析」や「病気に関わる

遺伝子の同定」などの研究がさかんに行

われています。そのようなゲノム研究が

重要であることは言うまでもないことです

が、私たちはゲノム全体を包括する染色

体に興味をもっています。具体的には、

「染色体がどのようにして正確に次世代

細胞へ伝えられるか？」ということについ

て研究しています。全ゲノム情報を持っ

ている染色体が正確に次世代細胞へ伝

えられないとがん化などを引き起こすこと

は分かっています。生命の本質の理解

だけでなく医学的にも重要な研究である

と信じています。「ゲノムひろば」では、私

たちの研究の紹介をはじめ、私たちが研

究に用いている培養細胞あるいは、細胞

が実際に分かれてゆく状況を撮影した

ムービーなどをご覧にいれます。ぜひ、私

たちのポスターまでお越しください。
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現在、日本では約５人に１人が気管支喘

息、花粉症、アトピー性皮膚炎などのア

レルギー疾患に悩んでいます。このよう

なアレルギー疾患の発症には、アレルゲ

ンとなるダニやほこり、スギ花粉などの環

境要因の影響が大きいことはいうまでも

ありませんが、これらと並んで遺伝子の

個体差（体質）も影響することがわかっ

てきました。兄弟姉妹にアレルギー疾患

が多発している家系がしばしばみられま

す（図１）。

私たちはアレルギー疾患に罹患している

ご家族のご協力を得て親子および兄弟

姉妹の遺伝子を比較することにより、ア

レルギー疾患の感受性遺伝子を探索し

てきました。現在までに4番、5番、12番、

13番染色体上にアレルギー疾患の感

受性遺伝子が存在することを見つけて

います（図２）。これらの染色体にはアレ

ルギー反応に関係する遺伝子が多く存

在していることが次第は分かってきまし

た。これらの遺伝子の個体差がアレル

ギー反応の起こりやすさに関わっている

ようです。

アレルギー疾患への感受性に関わる遺

伝子を同定することができれば、アレル

ギー疾患の新しい治療法や予防法が開

発できる可能性が広がります。

アレルギーとゲノム

有波忠雄／野口恵美子 筑波大学基礎医学系遺伝医学展示責任者

D 31

微生物とは顕微鏡でないと見えない小さ

な生物の総称で、その代表が細菌と呼

ばれる単細胞生物です。地球上には何

百万種類もの細菌が存在するといわれ、

私たちの周りにもたくさんの細菌が存在

しますが、感染症をひき起こすのは一握

りで、それらを病原菌と呼びます。病原菌

のライフスタイルはそれぞれ異なっていま

すが、私たちがゲノム配列を決定したウェ

ルシュ菌はちょっと不思議な生き方をして

いることが分かってきました。この菌は

「ガス壊疽」という、人の傷から感染して

筋肉などを壊死させる人食いバクテリア

のような病気を起こしますが、ゲノムには

多くの病気を起こす遺伝子（病原遺伝

子）が見つかっていると同時に、アミノ酸

合成をおこなう遺伝子がほとんど無く、自

分だけでは生きられないという特徴があり

ました。DNAマイクロアレイを使っていろ

いろな遺伝子の動きを調べてみると、

ウェルシュ菌は多種の毒素や酵素を産

生して人体の成分（筋肉や結合組織な

ど）を分解し、それを栄養源として取り入

れて生きることがわかりました。このゲノ

ムひろばではウェルシュ菌が生きるため

には病気をおこさなくてはならない、という

病原菌のライフスタイルを紹介します。

病原菌はなぜ病気を起こすのか
～生きるために人を食べる？～

清水　徹 金沢大学医学系研究科展示責任者
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展示責任者所属 展示責任者所属

展示責任者所属浜松医科大学光量子医学研究センター・
慶應義塾大学医学部分子生物学教室

展示責任者所属

生きものはゲノムを持つ

病気とゲノム 病気とゲノム

病気とゲノム

（図1）アレルギー疾患にかかっている人が多くいる
家族の例

（図2）喘息発症に関わる細胞と遺伝子産物の例

（図1）ウェルシュ菌のマイクロアレイ

（図2）ウェルシュ菌の病原性と生存戦略


